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授業実践報告

「なぜ外国語を学ぶのか」 
―複言語・複文化科目初年度を担当して

泉水　浩隆

要旨

本稿は、2025年度春学期から新たに開講されることになった複言語・複文
化に関する科目「なぜ外国語を学ぶのか」（新座キャンパス開講）の講義が
どのように展開されたか、そのねらい、内容等を紹介するものである。単
に言語学習に関するノウハウ的な内容のみを扱うのではなく、大学という
場においてことばを学ぶ意義とは何か、複言語・複文化に触れることがな
ぜ必要なのかをあらためて考える機会を提供することを目指した。講義の
構成や扱ったトピックは、「言語学入門」的なものであったが、事前に言語
そのものに対する知識を求めたり、言語学に対する知識を前提としたりす
るようなことはしなかった。受講していくうちに、言語学の基礎的素養を
身につけるとともに、複数の言語を学ぶ重要性や意義などに触れ、新たな
言語を学ぶ時にも役立つヒントを得ることを目標とした。授業の形式は、
基本的に講義形式であったが、途中ディスカッションのセクションを入れ、
受講生間の意見交換の機会を持った。各回終了後にはCanvas LMS上にレ
ジュメを掲出して、受講生自身が事後学習できるようにするとともに、リ
アクションペーパーの提出を求めた。
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1. はじめに

本稿は、2025年度春学期から新たに開講されることになった複言語・複文化に関
する科目「なぜ外国語を学ぶのか」の講義がどのように展開されたか、そのねらい、
内容等を紹介するものである。
立教大学の言語系科目には、言語A（英語）と言語B（英語以外の多彩な言語）があ
り、言語Bについては2024年度から新カリキュラムが始動した。大学入学までに学
んできた言語Aはさらにその運用能力を高め、新たに学ぶ人が多いであろう言語Bの
各科目もことばそのものの運用能力を高めるとともに、当該言語圏に関する知識を深
めるためのカリキュラムが組まれている。言語の学習において、言語運用能力を伸ば
すことは言うまでもなく重要なことである一方、ただ単にことばが使えるようになる
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という次元のみに留まっていることは好ましくない。そこで、「なぜ外国語を学ぶの
か」という科目において、ことばを学ぶ意義とは何か、複言語・複文化に触れること
がなぜ必要なのかをあらためて考え、大学という場での言語学習をより深化させる
きっかけになる視点を提供するために、どのような講義をデザインしようと考えたか
述べたい。

2. 講義の概要

2.1 ねらい
「なぜ外国語を学ぶのか」という科目は、1. で述べたように2025年度に新規開講と
なったもので、科目名が示すようにどのように切り込んで行くかは間口が広い。開講
に先立ち、当該科目に関するワーキンググループ内で議論を重ねたが、取り上げるト
ピックや構成は担当者が扱える範囲や興味関心に応じて組み立てていくのがよいので
はないだろうかという結論に達した 1。筆者の専門分野を考慮すると、「複言語・複文
化」のうち、特に「言語」に焦点をあてて扱うのが最も適切であろうと考え、言語の
持つ性質、共通性や多様性を紹介し、ことばというものを一般的かつ客観的にとら
え、受講生の多くが母語としているであろう日本語 2、比較的長い間学習を続けている
英語、さらに言語Bやその他の言語、それぞれをあらためて見直し、単に言語を学ぶ
ためのノウハウ的な内容ではなく、ことばの持つ「なぜ」にフォーカスして、複数の
言語を学ぶ重要性や意義を考える機会になるようにした。

2.2 受講者
本科目の受講者数は54名であった。新座キャンパス所属の全学部・全学科の学生
が登録しており、特にコミュニティ福祉学部および現代心理学部の学生が多く参加し
ていた。学年については、科目の性質上、1年生が大多数であったが、2～4年生の受
講生もいた。

2.3 構成と内容
2.1で述べたように、本科目は「言語」というものが一般的にどのような性質を持
ち、さらにどのような点で共通性を持っているか、それと同時に、いかにバラエティ
に富み、多様性を示すものであるかを俯瞰的にとらえることができるようになること
を意識した。受講生の多くは既に日本語および英語の知識は十分あるものと想定され
るが、「複言語・複文化科目」である以上、これに加え、言語Bとして開講されてい

1 筆者が担当した科目は新座キャンパスでの開講科目であったが、別の教員が担当する同一名称の科目が池袋
キャンパスでも開講された。名称は同じであるものの、このような観点からそれぞれが準備を進めたため、
当然構成も内容も異なる。本稿では、新座キャンパスで開講された科目のみについて言及している。

2 科目名には「外国語」と入っているが、留学生にとって日本語は外国語であり、また、日本語を母語とする学
生には日本語も言語の一つとして眺める機会を持ってほしいと考えた。したがって、講義の際には、日本語
について扱う機会もしばしばあった。
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る言語やそれ以外の言語もいろいろと例として紹介することを試みた。言語Bは学び
始めたばかりである受講生が大半であると考えられたので、言語そのものに対する知
識を求めたり、言語学に対する知識を前提としたりするようなことはせず、ことばそ
のものに対する関心を持っていることを受講に当たっての望ましい条件とした。最終
的には、言語学の基礎的素養を身につけるとともに、複数の言語を学ぶ重要性や意義
などに触れ、新たな言語を学ぶ時に役立つためのヒントを得ることを目標とした。
講義は以下のようなトピックと内容で進めた。かっこ内にはその回に用いた主な参
考文献を示す。その他にも、講義全体を通し、齋藤（2010）、高橋ほか（2021）、Yule 
（2020） を適宜参照した。

【第1回】イントロダクション：「複言語・複文化」の考え方を紹介し、ことばの
多様性の観察、ことばの仕組みをさまざまなレベルで考える、自分の知っている
言語・学んでいる言語の特徴を客観的に見る、ことばを知る重要性の再確認と
いったトピックを通して、今後の授業の方向性を示した。
【第2回】ことばと音（1）: ことばで使われる音の種類、どこで、どのように音が
作られるか、作られた音はどのような性格を持ち、どのように伝わるか、伝わっ
た音はどのように理解されるかなどについて、音声学的立場から解説した（Ashby 
& Maidment, 2005; 川原 , 2018; Reetz & Jongman, 2020; 斎藤 , 2006）。
【第3回】ことばと音（2）：音の「システム」、音の「並び」、音を構成する「要素」を
扱い、音韻論で扱われる基本的事項を説明した（Carr & Montreuil, 2013; Odden, 
2005; 斎藤 , 2006; Saussure, 1995）。
【第4回】語の組み立て：「意味」を持つ最小単位は何か、形態素の種類、語形成、
生産性等を扱い、形態論の導入を行った（Arono� & Fudeman, 2011; 斎藤 , 2010; 
Martinet, 1996））。
【第5回】文の組み立て（1）：文はどのように出来ているか、数、性、格などの
統語論の基本的概念について説明した（斎藤 , 2010; 千野 , 1986; 東京外国語大学
（n.d.-b））。
【第6回】文の組み立て（2）：人称、時制、相、法、態など統語論の基本的概念に
ついて、スペイン語、イタリア語、フランス語、中国語、インドネシア語などの
例を引きながら、説明した（斎藤 , 2010; 東京外国語大学（n.d.-a））
【第7回】文の組み立て（3）：文法・統語論の歴史的流れを振り返り、現代言語学
への歩みを概観した。具体的には、伝統文法、ソシュールの提示した主な概念、
プラハ学派、アメリカ構造主義、生成文法等を扱った（Carnie, 2013; 太田・梶田 , 
1974; 田中ほか , 1975; 渡辺 , 2009）。
【第8回】ことばの意味：「意味」（語・文レベルでの「意味」、コンテクストを含
んだ「意味」）とは何か考え、意味論・語用論の基本的概念を例を用いて説明した
（池上 , 1978; 池上 , 1985; 今井 , 2001; Saussure, 1995）。
【第9回】いろいろな文字：文字とは何か考え、さまざまな言語の文字とその特徴
を紹介した（クルマス , 2014; 鈴木 , 2020; 世界の文字研究会 , 2009）。
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【第10回】ことばの系統：共通する祖語や語族、音対応などを扱い、比較言語学
について触れた。ロマンス諸語を例にことばの移り変わりを観察した（Aitchison, 
2013; Hualde et al., 2010; Pöckel, 2003; 菊田ほか , 2015; 吉田 , 2005）。
【第11回】ことばのバリエーション（地域差・世代差）: ことばの地域差、こと
ばの社会的な差異、ことばの世代差など、ことばにどのような差異が見られる
か、言語地理学における分析方法の実例を含め解説した（大西 , 2016; 金水 , 2007, 
2011, 2023; 泉水 , 2009a; 松本 , 1993; 三原 , 2004; 柳田 , 1980; Labov, 1982）
【第12回】ことばの接触：複数のことばが接触すること、二言語併用、ダイグロ
シア、ピジンとクレオールなどの現象について触れた（重松 , 2007; 杉本 , 2010; 渡
邊 , 2013; Ferguson, 1959）。
【第13回】ことばを学ぶ・ことばを教える：日本における第2外国語教育を巡る
諸問題について、現状や要点、今後の展望等について述べた（大谷ほか , 2004: カ
イトほか , 2002; 柿原 , 2012; 川又 , 2014; 北村ほか , 2016; 金 , 2014; 泉水 , 2009b; 泉
水 ,   2018; 田中 , 2012, 2013; 西山 , 2014; 林田 , 2014）。

各回は基本的に講義形式であったが、各回の講義の間に複数回ディスカッションの
テーマを与え、筆者が受講生の間を回りながら意見を求めた。マイクを向けられた受
講生は多少戸惑いながらもいずれもきちんと答えてくれ、当初予想していた以上に活
発な議論が行われた。
各回が終了した後、授業中に用いたプレゼンテーションのファイルをレジュメとし
てCanvas LMS上に掲出し、そこに入門的・啓蒙的なものからやや専門的な内容を含
むものまで、さまざまな参考文献も示して、必要に応じて事後学習を進められるよう
にした。これとともに、第1回と第13回を除き、各回終了後にはCanvas LMS上に振
り返り課題を掲出し、リアクションペーパー（A4用紙1枚程度）の提出を求めた。リ
アクションペーパーのうち、興味深い指摘があったものについては、筆者名が分から
ないようにして、次の回の冒頭に紹介するとともに、前回の内容を踏まえたコメント
を加えた。
最終回となる第14回は、筆記試験を行った。

2.4 評価
本講義の評価は、筆記試験80％、平常点20％（うち、リアクションペーパー15％、
授業参加度5％）の割合で行った。

3. 結びに代えて

開講初年度ということもあり、全体としてどのような到達点を設定するか、どのト
ピックをどの程度まで扱うかは、最後まで逡巡する点はあったものの、言語というも
のがどのような性質を持っているものなのか、複数の言語を学ぶことにどのような意
義があるのかという点については、おおよその理解が得られたのではないかと考えて
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いる。本稿執筆中に「授業評価アンケート」の結果が届いたが、その反応を見ても、
比較的好意的に受け止められたように思われる。一方で、言語に関する専門的な内容
が分かりづらかった、あるいは、リアクションペーパーの分量と〆切にもう少し余裕
が欲しかったという意見もあったので、トピックのラインナップと合わせて今後の見
直しの課題としたい。
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